
令和５年度
一般会計予算等審査特別委員会
議会報告会・意見聴取会 令和５年（2023年）5月20日（土）、21日（日）
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一般会計予算等審査特別委員会
（予算特別委員会）について

 会派所属議員８名で構成

 委員長 池田実（ゆめみらい）

 副委員長 保坂令子（ネット）

 委員 後藤吾郎 （ヴィジョン）

 中里成光 （ゆめみらい）

 武野裕子 （日本共産党）

 児玉文彦 （公明党）

 藤本あさこ （鎌倉アプデ）

 森功一 （自民党）
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一般会計予算等審査特別委員会
（予算特別委員会）日程について(案)
日程 審査内容

3月６日 議会費、共生共創部、総務部、選挙管理委員会等の予算など

３月７日 歴史まちづくり推進担当、市民防災部、教育文化財部の予算など

３月８日 こどもみらい部、健康福祉部の予算など

３月９日 まちづくり計画部、都市景観部、環境部の予算など

３月10日 都市整備部、農業委員会の予算など、公債費、予備費、歳入など

３月13日 理事者質疑、意見まとめ
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主な予算審査資料

（１）議案集（新年度議案）

（２）令和５年度一般会計予算に

関する説明書

（３）令和５年度特別会計予算に

関する説明書

（４）令和５年度 鎌倉市一般会計・

特別会計予算事項別明細書の内容説明

（５）予算審査資料（その１）

（６）予算審査資料（その２）
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令和５年度予算について
 一般会計 667億6,270万円、前年度比３億9,370万円0.6％減

 市税収入 357億3,943万9,000円、前年度比６億4,278万円1.8％増

 令和５年度の主な取組み

（１）子供たちを育てる環境の整備

 ・小児医療費助成の対象を拡大

 ・不登校の児童・生徒がフリースクール等を利用する際の補助

 ・新生児聴覚検査や１か月児健康診査に対する補助 など

（２）強靭なまちづくり

 ・各種インフラ施設の予防保全型管理による効率的な管理（公園遊具など）

 ・災害時の避難対策強化に向けトイレトレーラー導入や新たなハザードマップ作成

 ・学校施設改築や長寿命化改修等を見据えた学校整備計画を策定 など

（３）鎌倉の魅力をさらに向上させる取組み

・人口減少が進展する時代の都市経営に不可欠な深沢地域整備事業の推進

・日本遺産のストーリーを通じ、鎌倉の魅力を国内外に発信するコンテンツを整備

・歴史環境（釈迦堂・北条氏常盤亭跡）や観光基盤（海岸の下水道）の整備 など
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委員長報告に付された各意見

 （１）避難対策の推進について

 津波避難経路の整備や津波避難ビルの指定を進めるともに、避難行動要

 支援者名簿の取扱いの改善や効果的な観光客の誘導方法の検討を求める。

 （２）多様な市民の声を生かす仕組みづくりについて

 現在、西鎌倉地域において市民参加型共創プラットフォームの運用に関す

 る取組が行われているが、これを全市的に展開するなどの環境整備を行うと

 ともに市民の声を丁寧に聞き取りながら施策を進めることを求める。

 （３）戸別収集施策に係る課題の十分な検証について

 クリーンステーションの維持管理に係る負担軽減と経費増大の検証を求める。

 （４）子供の育ちを支える学校給食の施策の充実について

 良質な給食を安定的に提供するため、学校給食の無償化に係る制度設計を

 国に働きかけるなど子育ての負担緩和を求める。
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予算特別委員会における議決結果

 一般会計予算 多数可決

 国民健康保険事業特別会計予算 多数可決

 都市計画事業大船駅東口市街地再開発事業特別会計予算 全会一致・可決

 公共用地先行取得事業特別会計予算 全会一致・可決

 介護保険事業特別会計予算 全会一致・可決

 後期高齢者医療事業特別会計予算 全会一致・可決

 下水道事業会計予算 多数可決
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